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        選ばれる 町づくり       

＜近況アラカルト＞ 
 皆さん、寒さ厳しいこの冬を乗り越えて元気にお過ごしですか。 

早春を告げる福寿草も「春が来た！」というばかりに目一杯咲いています。 

 さて、日頃の叱咤激励、ご支援に対し心から感謝と御礼を申し上げます。 

 一昨年１２月、中国武漢市において新型コロナウイルスが発生してから２年３ヶ月になりま

す。現在、当町でも一般者を対象に３回目のワクチン接種が行われており、長引く感染症対応

に当たって頂いている関係者のご尽力に改めて感謝と敬意を表するものです。 

 最近では、ロシアによるウクライナ侵攻など国家主権を犯す非常事態が発生するなど緊迫し

た国際情勢となっており、一政治家としてなお一層緊張感を持って事に当たらなければならな

いと感じております。 

 「かおる便り」は、昨年の町長選、新型コロナ第５派感染拡大、衆院選等により発行できず

にいました。新しい日常に則し、再び皆様の元にお届けしたいと考えております。 

 今３月議会は、町長・教育長施政方針演述から始まり、一般質問、予算審査特別委員会、議

案審議を行い令和４年度当初予算案が可決されました。 

 私の一般質問では、働き方改革、健康まちづくり、デジタル変革について「選ばれる 町づ

くり」の観点から町政運営をなすべきことを申し上げさせて頂きました。 

 私の原点である「新しい視点、ひたむきに政治」を忘れず頑張ってまいりますので、引き続

き強力なご支援の程宜しくお願い申し上げます。                      

                                 感謝 村上 薫 

みんなで聞いでけで！ 
◎ ３月定例議会、私の一般質問＜項目と要旨＞です。 

         １．町職員の働き方改革と人材育成について  

          近年、職員の早期離職と休職者が増えている…「選ばれる 役場づくりを」                  

  

                 

                                                   

    

新年度予算 

問 今年１月８日、東海新報に職員募集の広告が載った。新年度採用予定数の確保 

  はできそうなのか。                    ☛裏面に続く    

 

                                   ☛裏面に続
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２．健康まちづくりの推進について …「きくいも」で健康づくり」 

 

 

 

 

 

    

             

 

                            

 

 

 

 

 

３．令和４年度当初予算－主な事業  

 ①自治体デジタル変革推進事業 

 ②ＩＴ体験講座実施事業 

 ③アツモリソウ栽培技術伝承   …伝承本作成 

 ④看護師確保対策奨学金返還補助金 

 ⑤地域おこし協力隊設置事業   …ナースプロジェクト 

 ⑥   同上          …仕事・学びプロジェクト 

 ⑦   同上          …観光振興 

 ⑧滝観洞受付棟整備事業     …解体 

 ⑨道路新設改良事業…新切新田線、小台線、小府金野々前線、役場前線 

 ⑩飲料水施設整備費補助金 

 ⑪住田高校魅力化事業 

 

地域課題：私自身気づかない点がたくさんあります。どうぞ、お気軽にお声がけ下さい。 

答 本年度退職者分は確保できる見通し。但し、資格ある人（技師、保健師、保育 

  士）の応募が無かった。課内や会計年度任用職員等で対応する。 

問 役場と言えども選ばれる時代。魅力的な職場づくりにどのように取り組むのか。 

答 職員のワークライフバランスを図る働き方改革と、より効果的な人材育成を進 

  めて行く。 

問 従業員の健康を重要な経営資源と捉える「健康経営」が注目されている。役場 

  も職員の健康づくりに目を向けた健康経営を実践すべきではないか。 

答 年２回職員衛生委員会を開催し、メンタルヘルス分析で支援必要職員と面談、 

  病院を紹介している。 

 

問 保健福祉活動の重点項目に糖尿病重症化予防対策を掲げ取組んでいる。 

  成果と課題は。 

答 糖尿病性腎症患者の実態把握で、適正受診・内服支援、効果的な保健指導に繋 

げている。課題は、糖尿病患者が減る傾向に無いこと。 

問 国保被保険者の糖尿病罹患者数は。 

答 平成２９年度で約２９０人。国保加入者の５人に１人の割合になる。 

問 血糖値抑制効果のある「きくいも」で健康都市づくりが全国各地で行われてい 

る。また、「きくいも」により基礎疾患が少しでも改善するのであれば、新型 

コロナ対策にもなる。当町でも推進する価値があるのではないか。 

答 町内で「きくいも」に取組んでいるグループがあると聞いている。各種支援事 

  業を活用し取り組みを進めてほしい。。 

 


